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各   位 
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平成２１年２月期中間業績予想との差異 

並びに通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

平成２０年９月２５日に公表いたしました、平成２１年２月期の中間業績予想及び平成２０年７月１８日付「平成２１

年２月期 第１四半期財務・業績の概況」にて発表いたしました、平成２１年２月期（平成２０年３月１日～平成２１年

２月２８日）の業績予想の通期業績予想を下記の通り修正等いたしますので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成２１年２月期中間業績予想との差異(平成２０年３月１日～平成２０年８月３１日)  

    

（連 結）                                     （単位：百万円） 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 中間純利益 

１ 株 当 た り

中 間 純 利 益

前 回 発 表 予 想（Ａ） ３４，８６０ ２７０ ５０  ３０ １円０４銭

今 回 実 績（Ｂ） ３４，８６１ ２６１ １５ ３ １４銭

増 減 額（Ｂ－Ａ） １ △９ △３５ △２７ △９０銭

増 減 率（％） ― △３．３ △７０．０ △９０．０ ―

前期（平成２０年２月期中間）実績 ３５，６２４ ５５４   ３４４  １２９  ４円４７銭

                                                  

（個 別）                                     （単位：百万円） 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 中間純利益 

１ 株 当 た り

中 間 純 利 益

前 回 発 表 予 想（Ａ） ３４，０３０ ６０ １２０  ２００ ６円９１銭

今 回 実 績（Ｂ） ３４，０３０ ５５ １２２ ２０１ ６円９７銭

増 減 額（Ｂ－Ａ） ― △５ ２ １ ６銭

増 減 率（％） ― △８．３ １．７ ０．５ ―

前期（平成２０年２月期中間）実績  ３４，７９４ ２６５ １８５   ４３ １円５０銭

 

２．中間連結業績予想との差異の理由 

  売上高、営業利益につきましては、ほぼ前回予想数値となりましたが、経常利益、中間純利益におきまして前 

回の予想数値を下回りましたのは、子会社における決算数値の確定によるものです。 

なお、個別業績予想につきましては、ほぼ前回の予想数値となりました。 

また、平成 21 年 2月期中間期における連結業績及び個別業績の状況につきましては、本日開示いたします 

「平成 21 年 2 月期中間決算短信」をご覧下さい。 

 



 

３．平成 21 年 2月期通期業績予想数値の修正（平成 20 年 3月 1日～平成 21 年 2月 28 日） 

 

（連 結）                                          （単位：百万円） 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

1 株 当 た り

当 期 純 利 益

前回発表予想（Ａ） 

（平成 20 年 7 月 18 日発表） 
７２，５００ １，１００ ７００ ２２０ ７円５９銭

今 回 修 正 予 想（Ｂ） ７２，０００ ９００ ３００ １３０ ４円４９銭

増 減 額（Ｂ－Ａ） △５００ △２００ △４００ △９０ △３円１０銭

増 減 率（％） △０．７ △１８．２ △５７．１ △４０．９ ―

前期（平成２０年２月期）実績 ７２，７６６ １，０２４ ６１９ △９７１ △３３円５１銭

 

（個 別）                                          （単位：百万円） 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

1 株 当 た り

当 期 純 利 益

前回発表予想（Ａ） 

（平成 20 年 7 月 18 日発表） 
７１，５００ ６４０ ５３０ ２２０ ７円５９銭

今 回 修 正 予 想（Ｂ） ７０，３００ ４５０ ３００ ２５０ ８円６３銭

増 減 額（Ｂ－Ａ） △１，２００ △１９０ △２３０ ３０ １円０４銭

増 減 率（％） △１．７ △２９．７ △４３．４ １３．６ ―

前期（平成２０年２月期）実績 ７１，１４８ ５０６ ３２５ △１，１２９ △３９円００銭

 

 

４．通期業績予想の修正について 

  通期業績予想につきましては、米国での戦後最大規模の金融危機による経済情勢と、原油と原材料の高止まり、 

さらには、景気対策の遅れによる消費マインドの冷え込み等、懸念材料が多く見られ、個人消費の回復の遅れ等を考慮

し、中間業績の動向を踏まえ修正しております。 

 

 

※上記の予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々

な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

 

以 上 


